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古代ギリシャ時代から現代に至るまで、言葉を持つのは人間だけで
あり、鳥は感情で鳴いているとしか認識されていなかった。その「常
識」を覆し、「シジュウカラが20以上の単語を組み合わせて文を作っ
ている」ことを世界で初めて解明した研究者による科学エッセイ。

研究成果が、中学校の教科書に掲載。

ＮＨＫ「ダーウィンが来た！」と「ワイルドライフ」が、その研究に４年間
密着。視聴者からは「博士の話をもっと聞きたい！」といった声が、
続々と寄せられました。
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ヂヂヂヂ（「集まれ」という意味の声）
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ヒヒヒ（空にタカを見つけた時の声）

https://weekly-post-contents.net/bokutori02/01.wav
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ピーツピ（「警戒しろ」という意味の声）
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ジャージャー（「ヘビ」という意味の声）
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ピーツピ・ヂヂヂヂ（「警戒して・集まれ」という文）
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•2002年4月、東邦大学理学部生物学科入学。大学3年生の時に、卒
業論文のテーマを探しに軽井沢を訪れ、シジュウカラの多様な言葉
に出会う。
•2006年3月同大学院に進み。シジュウカラの鳴き声が200パターン
以上あり、単語を組み合わせ言葉を使っていることを突き止めた。
科学誌『Nature Communications』に発表された論文は、その週の
ベスト論文にも選出され、世界中から注目を浴びることとなった。
•2008年6月、立教大学大学院博士後期課程1年目、軽井沢の森の中
で、シジュウカラのヒナが「カラス」、「ヘビ」などの言語を聞き
分けることを発見した。当時の教授は、冷淡な反応であったが、独
断で論文をまとめ、3年後に米科学雑誌『Current Biology』に投稿し、
世界的な発見が世に知られるきっかけとなった。
•2016年9月、東京大学大学院総合文化研究科広域科学専攻助教シ
ジュウカラが外敵を言語によりイメージしていることを証明し発表
した論文は米科学誌『PNAS』の表紙を飾る成果となった。
•ルー大柴が日本語と英語を組み合わせて使う「ルー語」を参考に、
シジュウカラ語とコガラ語が混ざっても、シジュウカラは言葉を理
解していることを実験で解き明かす。
•2019年4月、京都大学白眉センター特定助教に就任。
•2023年4月、東京大学先端科学技術研究センター准教授に就任。動
物言語学分野を専門とする世界で初めての研究室を立ち上げた。
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